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鏡石第一小学校の交通安全教室が、４月11日（金）に
一小の校庭と、周辺の道路で実施されました。
当日は、鏡石交番や町交通安全母の会の方々が、街

頭に立って生徒達が事故に遭わないように指導しました。
子供たちは、各学年毎に別れて、実際に歩いて横断

歩道を渡ったり、路上を自転車に乗ったり、交通ルー
ルを学んでいました。

交通安全のルールを守ろう
＝交通安全教室開催＝

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め「
ご
み
」を
収
集

マイタウンニュース

平成15年４月６日（日）、午後２時から公民館で、町

消防団の辞令交付式及び新入団員の教育訓練が行われま

した。

式では、団長から新幹部・新団員への辞令交付、その

後「町民が火事の心配をすることなく、安心して住める

よう予防消防に頑張って欲しい。」と訓示がありました。

式の終了後、公民館のグランドで、幹部の方から新入

団員の方に、基本動作等の訓練が行われました。

当日は、風が強くたいへん寒かったのですが、寒さを

吹き飛ばすような、緊張感のある訓練が続きました。

若い力を地域のために
＝町消防団辞令交付式/新入団員教育訓練＝

団長から辞令が交付されました

鏡石町スポーツ少年団の結団式が、４月11日（金）午
後５時30分から公民館において、100名以上の団員が
参加して開催されました。
今年からスポーツ少年団に新たに水泳が加わり、７つ

の団になりました。
式では、根本重郎本部長から、団員へ「今年１年間、

頑張って下さい。」とのあいさつがあり、木賊町長、稲
田町体協会長の祝辞の後、各団体の代表者に団旗が手渡
されました。
また、団活動に、功績のあった�沼志帆さん（ミニバ

ス）、面川大樹さん（ソフト）が奨励者として表彰されま
した。

新たな希望を胸に
＝スポーツ少年団結団式＝

平
成
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年
４
月
６
日
（
日
）
、

町
・
町
保
健
委
員
会
・
町
子
ど
も

会
育
成
会
連
絡
協
議
会
の
主
催
に

よ
る
一
斉
環
境
美
化
清
掃
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
毎
年
４
月
・
６
月
・

８
月
・
10
月
の
第
１
日
曜
日
に
町

内
に
て
一
斉
環
境
美
化
清
掃
を
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
各
行

政
区
ご
と
に
、
道
路
沿
い
や
公
園

な
ど
特
に「
ポ
イ
捨
て
ご
み
」の
目

立
つ
場
所
を
重
点
的
に
清
掃
を
行

い
ま
し
た
。

午
前
６
時
か
ら
、
町
民
約
１
８

０
０
人
が
参
加
し
、
空
き
缶
な
ど

大
量
の
ご
み
を
収
集
し
ま
し
た
。

清
掃
後
も
、
町
の
環
境
美
化
の

た
め「
ポ
イ
捨
て
ご
み
」禁
止
の
徹

底
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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４
月
18
日（
金
）、
午
前
10
時
か

ら
町
役
場
第
一
会
議
室
に
お
い

て
、
２
０
０
３「
牧
場
の
朝
」か
が

み
い
し
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、「
か
が
み
い
し
の
四

季
」を
テ
ー
マ
に
、
福
島
県
内
外

か
ら
89
点
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
尾
方
貞

二
さ
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郡
山
市
）の
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ッ

シ
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イ
、
ワ
ッ
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」が
推
薦
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し
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。
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推薦入賞した尾形さんの作品
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河
沼
郡
湯
川
村
の
出
身
で
す
。

前
の
赴
任
地
は
、
い
わ
き
東
警
察

署
で
交
通
課
に
勤
務
し
て
い
ま
し

た
。
趣
味
は
、
登
山
と
読
書
で
す
。

鏡
石
町
は
、
の
ど
か
な
所
で
、

遠
方
に
山
が
見
え
る
な
ど
、
き
れ

い
な
風
景
が
多
い
の
が
大
変
気
に

入
っ
て
い
ま
す
。

最
近
、
自
動
車
の
鍵
を
か
け
忘

れ
て
、
お
金
な
ど
を
盗
難
さ
れ
る

事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、

気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

須
賀
川
警
察
署
の
人
事
異
動
で

４
月
か
ら
鏡
石
交
番
の
お
巡
り
さ

ん
が
変
わ
り
ま
し
た
。

新
し
く
赴
任
し
た
の
は
、
松
本

清
洋
巡
査
部
長
と
江
川
正
範
巡
査

の
お
二
人
で
す
。
今
月
号
で
は
、

お
二
人
の
紹
介
を
い
た
し
ま
す
。

大
沼
郡
新
鶴
村
出
身
で
す
。
今

回
が
初
め
て
の
勤
務
地
で
す
。
趣

味
は
、
ド
ラ
イ
ブ
。
鏡
石
町
は
、

環
境
が
よ
く
の
ど
か
で
と
て
も
よ

い
町
で
す
。

巡
回
で
、
ご
家
庭
を
訪
問
し
た

時
な
ど
、
カ
ギ
を
か
け
ず
留
守
に

し
て
る
ご
家
庭
が
多
い
の
で
、
戸

締
ま
り
に
は
十
分
気
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

連
続
放
火
事
件
は
、
町
民
の
皆

様
の
ご
協
力
を
も
ち
ま
し
て
、
無

事
に
解
決
し
ま
し
た
。

皆
様
に
は
、
貴
重
な
情
報
を
い

た
だ
い
て
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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松 本 清 洋巡査部長

江 川 正 範巡査
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根本本部長から団旗が手渡されました
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